
(57)【要約】

【課題】シールを備える義足シャフト

【解決手段】義足シャフト（２）は、末端側の端部から

ある距離を隔てて位置している環状チャンバ（１５）を

備えている。環状チャンバは、適応可能な壁（１８）に

よって義足シャフトの内部に形成され、切断基部（２５

）の外部に対して接触するように設計されている。前記

適応可能な壁と硬質義足シャフトとの間にある領域は、

大気により通気され、それによって、前記壁と前記義足

シャフトの末端側領域にある前記末端側の端部との間に

負圧が生じたとき、自己強化型のシール接触力により前

記適応可能な壁が前記基部に対して押し付けられる。

【選択図】図１

JP 2005-501687 A 2005.1.20



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
残 存 下 肢 を 受 け 入 れ る た め の カ ッ プ 状 義 足 ソ ケ ッ ト （ ２ ０ ） で あ っ て 、 下 記 特 徴 を 備 え る
：
実 質 的 に 寸 法 的 に 安 定 し て い る ソ ケ ッ ト ・ ウ ォ ー ル （ ７ ） 、 実 質 的 に 寸 法 的 に 安 定 し て い
る ソ ケ ッ ト ・ エ ン ド （ １ １ ） 、 チ ャ ン バ （ １ ５ ） 、 及 び 少 な く と も 一 つ の 圧 力 平 衡 ダ ク ト
（ ２ ３ ） を 備 え 、
前 記 ソ ケ ッ ト ・ ウ ォ ー ル （ ７ ） は 、 外 側 に 面 し て い る 外 側 （ ９ ） 、 及 び 内 側 に 面 し て い る
内 側 （ ８ ） を 有 し 、
前 記 ソ ケ ッ ト ・ エ ン ド （ １ １ ） は 、 前 記 ソ ケ ッ ト ・ ウ ォ ー ル （ ７ ） に 接 続 さ れ 、 前 記 壁 と
一 緒 に 、 カ ッ プ 状 の 内 部 ボ リ ュ ー ム （ １ ２ ） の 境 界 を 定 め 、
こ の カ ッ プ 状 の 内 部 ボ リ ュ ー ム （ １ ２ ） は 、 ソ ケ ッ ト の 縁 に よ っ て 境 界 を 定 め ら れ る 挿 入
開 口 部 （ １ ３ ） を 介 し て 、 残 存 下 肢 （ ２ ５ ） を 受 け 入 れ る た め に ア ク セ ス 可 能 で あ り 、
前 記 内 部 ボ リ ュ ー ム （ １ ３ ） の 形 状 は 、 前 記 残 存 下 肢 （ ２ ５ ） の 形 状 及 び 義 足 処 理 の 性 状
の 両 者 に 対 応 し て お り 、
前 記 チ ャ ン バ （ １ ５ ） は 、 前 記 内 部 ボ リ ュ ー ム （ １ ２ ） に 対 し て 密 封 さ れ て お り 、 前 記 ソ
ケ ッ ト ・ エ ン ド （ １ １ ） か ら 間 隔 を あ け た 位 置 で 、 前 記 ソ ケ ッ ト ・ ウ ォ ー ル （ ７ ） の 前 記
内 側 （ ８ ） に 取 り 付 け ら れ 、
前 記 チ ャ ン バ （ １ ５ ） は 、 義 足 ソ ケ ッ ト （ ２ ） の 周 方 向 に 少 な く と も あ る 距 離 に 渡 っ て 延
び 、 且 つ 、 前 記 義 足 ソ ケ ッ ト （ ２ ） の 前 記 内 部 ボ リ ュ ー ム （ １ ２ ） に 向 か っ て 面 し て い る
壁 （ １ ８ ） に 取 り 付 け ら れ 、
前 記 壁 （ １ ８ ） は 、 気 密 性 を 備 え た 輪 郭 適 応 材 料 で 作 ら れ 、 前 記 残 存 下 肢 （ ２ ５ ） に 対 し
て 前 記 内 部 ボ リ ュ ー ム （ １ ２ ） を 密 封 す る た め の シ ー ル と し て の 機 能 を 備 え 、
前 記 圧 力 平 衡 ダ ク ト （ ２ ３ ） は 、 前 記 チ ャ ン バ （ １ ５ ） に 入 る 一 つ の 端 部 、 及 び 少 な く と
も 大 気 圧 に な っ て い る 加 圧 領 域 と 連 通 す る も う 一 つ の 端 部 を 有 す る 。
【 請 求 項 ２ 】
下 記 特 徴 を 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 義 足 ソ ケ ッ ト ：
前 記 加 圧 領 域 は 、 外 部 大 気 に よ り 占 め ら れ て い る 。
【 請 求 項 ３ 】
下 記 特 徴 を 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 義 足 ソ ケ ッ ト ：
前 記 チ ャ ン バ （ １ ５ ） は 、 前 記 ソ ケ ッ ト ・ ウ ォ ー ル （ ７ ） の 前 記 内 側 （ ８ ） に お い て 、 周
方 向 に 一 つ の 閉 鎖 リ ン グ と し て 形 成 さ れ た 環 帯 で あ る 。
【 請 求 項 ４ 】
下 記 特 徴 を 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 義 足 ソ ケ ッ ト ：
前 記 義 足 ソ ケ ッ ト （ ２ ） の 前 記 外 側 （ ９ ） に 面 し て い る 前 記 チ ャ ン バ （ １ ５ ） の 壁 は 、 前
記 ソ ケ ッ ト ・ ウ ォ ー ル （ ７ ） に よ り 形 成 さ れ て い る 。
【 請 求 項 ５ 】
下 記 特 徴 を 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 義 足 ソ ケ ッ ト ：
前 記 チ ャ ン バ （ １ ５ ） は 、 前 記 義 足 ソ ケ ッ ト （ ２ ） の 長 手 方 向 に ３ ～ ６ ｃ ｍ の 間 の 長 さ で
あ る 。
【 請 求 項 ６ 】
下 記 特 徴 を 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 義 足 ソ ケ ッ ト ：
前 記 輪 郭 適 応 壁 （ １ ８ ） の 材 料 は 、 弾 性 的 に 伸 長 可 能 で あ る 。
【 請 求 項 ７ 】
下 記 特 徴 を 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 義 足 ソ ケ ッ ト ：
前 記 輪 郭 適 応 壁 （ １ ８ ） と 関 連 し て い る 手 段 を 備 え 、
こ の 手 段 は 、 前 記 輪 郭 適 応 壁 （ １ ８ ） が 、 前 記 チ ャ ン バ （ １ ５ ） の レ ベ ル に あ る 前 記 内 部
ボ リ ュ ー ム （ １ ２ ） の 周 方 向 で の 前 記 輪 郭 適 応 壁 （ １ ８ ） の 長 さ に 実 質 的 に 相 当 す る 距 離
に 渡 っ て 、 前 記 内 部 ボ リ ュ ー ム （ １ ２ ） の 中 に 湾 曲 し て 入 る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 請 求 項 ８ 】
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下 記 特 徴 を 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 義 足 ソ ケ ッ ト ：
前 記 手 段 は 、 半 径 方 向 に プ レ ス ト レ ス さ れ た 輪 郭 適 応 壁 （ １ ８ ） に よ り 構 成 さ れ て い る 。
【 請 求 項 ９ 】
下 記 特 徴 を 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 義 足 ソ ケ ッ ト ：
前 記 チ ャ ン バ （ １ ５ ） の 形 状 は 、 前 記 可 撓 性 の 壁 （ １ ８ ） が 開 口 部 の 境 界 を 定 め る よ う に
構 成 さ れ 、 当 該 開 口 部 は 、 前 記 チ ャ ン バ （ １ ５ ） の 上 ま た は 下 の 前 記 内 部 ボ リ ュ ー ム （ １
２ ） の 断 面 よ り も 半 径 方 向 に １ ～ ３ ｃ ｍ 小 さ い 。
【 請 求 項 １ ０ 】
下 記 特 徴 を 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 義 足 ソ ケ ッ ト ：
前 記 圧 力 平 衡 ダ ク ト は 、 前 記 ソ ケ ッ ト ・ ウ ォ ー ル （ ７ ） を 貫 通 す る ボ ア （ ２ ３ ） を 備 え て
い る 。
【 請 求 項 １ １ 】
下 記 特 徴 を 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 義 足 ソ ケ ッ ト （ ２ ） ：
こ の 義 足 ソ ケ ッ ト は 、 前 記 チ ャ ン バ （ １ ５ ） の レ ベ ル に リ セ ス 部 （ ２ ６ ） を 有 し 、
こ の リ セ ス 部 は 、 周 方 向 に 見 た と き 、 前 記 チ ャ ン バ （ １ ５ ） の 長 さ に 相 当 し て お り 、
前 記 リ セ ス 部 （ ２ ６ ） は 、 前 記 可 撓 性 の 壁 （ １ ８ ） に よ っ て 覆 わ れ て い る 。
【 請 求 項 １ ２ 】
下 記 特 徴 を 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 義 足 ソ ケ ッ ト ：
前 記 リ セ ス 部 （ ２ ６ ） は 、 前 記 内 側 （ ８ ） に 沿 っ て 伸 び る 環 状 の 溝 で あ る 。
【 請 求 項 １ ３ 】
下 記 特 徴 を 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 義 足 ソ ケ ッ ト ：
そ の 壁 の 厚 さ は 、 前 記 環 状 の 溝 （ ２ ６ ） の 位 置 を 含 む 全 て の 位 置 で 実 質 的 に 同 一 で あ る 。
【 請 求 項 １ ４ 】
使 用 時 に 、 少 な く と も カ フ 状 の 残 存 下 肢 を 取 り 囲 む ラ イ ナ ー で あ っ て 、 下 記 特 徴 を 有 す る
：
前 記 ラ イ ナ ー は 、 外 側 に 面 し て い る 外 側 （ ３ ２ ） 、 及 び 前 記 残 存 下 肢 に 面 し 内 側 に 面 し て
い て い る 内 側 を 有 し 、
前 記 ラ イ ナ ー は 、 基 部 側 の 端 部 及 び 末 端 側 の 端 部 を 有 し 、
前 記 ラ イ ナ ー は 、 チ ャ ン バ （ １ ５ ） を 有 し 、 こ の チ ャ ン バ （ １ ５ ） は 、 前 記 末 端 側 の 端 部
か ら あ る 距 離 だ け 離 れ た 位 置 に あ る 前 記 外 側 （ ３ ２ ） 上 に 構 成 さ れ 、 且 つ 、 前 記 ラ イ ナ ー
（ ３ ０ ） の 周 方 向 に 少 な く と も あ る 長 さ に 渡 っ て 延 び 、
前 記 ラ イ ナ ー は 、 外 側 に 湾 曲 し て い る 壁 （ １ ８ ） を 有 し 、 こ の 壁 （ １ ８ ） は 、 気 密 性 を 備
え た 輪 郭 適 応 材 料 で 作 成 さ れ 、 義 足 ソ ケ ッ ト の 壁 に 対 し て 前 記 ラ イ ナ ー （ ３ ０ ） を 密 封 す
る シ ー ル と し て 働 き 、 且 つ 、
前 記 ラ イ ナ ー は 、 少 な く と も 一 つ の 圧 力 平 衡 ダ ク ト （ ３ ３ ） を 有 し 、 こ の 圧 力 平 衡 ダ ク ト
は 、 一 端 で 前 記 チ ャ ン バ （ １ ５ ） に 入 り 、 も う 一 方 の 端 部 で 外 部 大 気 と 連 通 し 、 且 つ 、 使
用 時 に そ れ が 空 気 透 過 性 の ま ま 残 る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 請 求 項 １ ５ 】
下 記 特 徴 を 有 す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 義 足 ソ ケ ッ ト ：
前 記 チ ャ ン バ は 、 密 閉 リ ン グ の 形 状 で あ り 、 且 つ 、 前 記 ラ イ ナ ー （ ３ ０ ） の 前 記 外 側 （ ３
２ ） に 沿 っ て 周 方 向 に 延 び て い る 。
【 請 求 項 １ ６ 】
下 記 特 徴 を 有 す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 義 足 ソ ケ ッ ト ：
前 記 ラ イ ナ ー （ ３ ０ ） の 前 記 外 側 （ ３ ２ ） に 面 し て い る 前 記 チ ャ ン バ （ １ ５ ） の 壁 は 、 前
記 ラ イ ナ ー （ ３ ０ ） に よ り 形 成 さ れ て い る 。
【 請 求 項 １ ７ 】
下 記 特 徴 を 有 す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 義 足 ソ ケ ッ ト ：
前 記 チ ャ ン バ （ １ ５ ） は 、 前 記 ラ イ ナ ー （ ３ ０ ） の 長 手 方 向 に ３ ～ ６ ｃ ｍ の 間 に 渡 っ て 延
び て い る 。
【 請 求 項 １ ８ 】
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下 記 特 徴 を 有 す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 義 足 ソ ケ ッ ト ：
前 記 輪 郭 適 応 壁 （ １ ８ ） の 材 料 は 、 弾 性 的 に 伸 長 可 能 で あ る 。
【 請 求 項 １ ９ 】
下 記 特 徴 を 有 す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 義 足 ソ ケ ッ ト ：
前 記 輪 郭 適 応 壁 （ １ ８ ） と 関 連 し て い る 手 段 を 備 え 、
こ の 手 段 は 、 前 記 輪 郭 適 応 壁 （ １ ８ ） が 、 前 記 チ ャ ン バ （ １ ５ ） の レ ベ ル に あ る 前 記 ラ イ
ナ ー （ ３ ０ ） の 周 方 向 で の 前 記 輪 郭 適 応 壁 （ １ ８ ） の 長 さ に 実 質 的 に 相 当 す る 経 路 に 渡 っ
て 、 半 径 方 向 に 外 側 に 湾 曲 す る こ と が で き る よ う に 設 計 さ れ て い る 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
下 記 特 徴 を 有 す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 義 足 ソ ケ ッ ト ：
前 記 手 段 は 、 前 記 チ ャ ン バ （ １ ５ ） の 中 に 接 触 し て い る テ ン シ ョ ン リ ン グ （ ３ ４ ） を 有 し
て い る 。
【 請 求 項 ２ １ 】
下 記 特 徴 を 有 す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 義 足 ソ ケ ッ ト ：
前 記 チ ャ ン バ （ １ ５ ） の 形 状 は 、 使 用 状 態 に お い て 、 前 記 可 撓 性 の 壁 （ １ ８ ） が あ る 断 面
を 規 定 す る よ う に 構 成 さ れ 、 当 該 断 面 は 、 前 記 チ ャ ン バ （ １ ５ ） の 上 ま た は 下 の 前 記 ラ イ
ナ ー （ ３ ０ ） の 断 面 よ り も 、 半 径 方 向 に １ ～ ３ ｃ ｍ 大 き い 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
残 存 下 肢 は 、 カ ッ プ 形 状 の 義 足 ソ ケ ッ ト の 中 に ピ ス ト ン の よ う に 挿 入 さ れ る 。 こ の よ う に
、 残 存 下 肢 の 上 に 義 足 ソ ケ ッ ト を 保 持 す る た め に 周 囲 圧 力 を 利 用 す る こ と は 公 知 で あ る 。
こ の 効 果 の た め に 、 残 存 下 肢 を 内 側 の 義 足 ソ ケ ッ ト ・ ウ ォ ー ル に 対 し て 、 ま た は 残 存 下 肢
に 着 け ら れ た ラ イ ナ ー に 対 し て 、 気 密 に シ ー ル し た ま ま に す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
シ ー ル が 十 分 で あ る 場 合 に は 、 残 存 下 肢 か ら 義 足 ソ ケ ッ ト を 取 り 外 す よ う に 加 え ら れ る 力
は 、 残 存 下 肢 に 対 し て 作 用 す る 負 圧 を 発 生 さ せ る こ と に な る 。 一 方 、 保 持 し よ う と す る 力
は 、 残 存 下 肢 と 義 足 ソ ケ ッ ト と の 間 に あ る ギ ャ ッ プ に 空 気 が 入 る と 即 座 に 弱 ま る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
欧 州 特 許 文 書 第 Ｅ Ｐ ０ ６ ３ ２ ７ ６ ５ 号 は 、 残 存 下 肢 と 義 足 ソ ケ ッ ト と の 間 の 密 封 状 態 を 維
持 す る シ ー ル が 取 り 付 け ら れ た 義 足 ソ ケ ッ ト を 開 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ う し た 目 的 で 、 義 足 ソ ケ ッ ト は 周 囲 溝 に 取 り 付 け ら れ 、 当 該 周 囲 溝 は 末 端 側 の 端 部 か ら
あ る 距 離 隔 て ら れ た 位 置 に 設 け ら れ 、 且 つ シ ー ル ・ リ ン グ を 受 け 入 れ る 。 シ ー ル ・ リ ン グ
は 、 エ ラ ス ト マ ー 層 で 覆 わ れ た 環 状 コ ア か ら 成 る 。 シ ー ル ・ リ ッ プ は 、 リ ン グ 上 に 形 成 さ
れ 、 義 足 ソ ケ ッ ト の 内 部 ボ リ ュ ー ム に 向 か っ て 伸 び て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
残 存 下 肢 の 皮 膚 を 抱 き か か え る よ う に 取 り 囲 む シ ー ル ・ リ ッ プ の 目 的 は 、 残 存 下 肢 の 径 の
変 動 を 補 償 す る こ と で あ る 。 義 足 ソ ケ ッ ト は 、 硬 質 な 材 料 で 作 ら れ て い る た め 、 そ の 内 側
の 幅 は 一 定 で あ る 。 一 方 、 残 存 下 肢 の 体 積 は 、 長 期 間 に も 短 期 間 に も 変 化 す る 。 長 期 間 の
変 動 は 組 織 体 積 に お け る 変 化 に よ り 起 こ る が 、 一 方 、 短 期 間 の 変 動 は 、 例 え ば 残 存 下 肢 の
血 圧 及 び 残 存 下 肢 内 の 血 行 循 環 に よ る 。 よ り 高 い 温 度 で 四 肢 は 膨 張 す る 傾 向 が あ り 、 一 方
、 低 温 で は 四 肢 の 直 径 は 収 縮 す る こ と が 知 ら れ て い る 。 こ の 現 象 は 、 健 常 者 で あ っ て も 、
例 え ば 、 腕 時 計 バ ン ド で 観 察 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
リ ッ プ シ ー ル は 、 患 者 が 義 足 ソ ケ ッ ト の 中 に 残 存 下 肢 を 挿 入 す る と き 、 密 閉 さ れ た 義 足 ソ
ケ ッ ト ・ エ ン ド に 向 か っ て 折 り 曲 げ ら れ る 。 リ ッ プ シ ー ル は 、 そ の 後 、 プ レ ス ト レ ス さ れ
る だ け で 残 存 下 肢 に 接 触 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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残 存 下 肢 か ら 義 足 ソ ケ ッ ト を 取 り 外 す よ う に 力 が 加 え ら れ る 瞬 間 、 わ ず か な 負 圧 が 、 残 存
下 肢 と 、 末 端 側 の 端 部 と リ ッ プ シ ー ル の 間 に あ る 義 足 ソ ケ ッ ト 容 積 と の 間 に 発 生 す る 。 前
記 負 圧 の 大 き さ は 、 残 存 下 肢 と 義 足 ソ ケ ッ ト と の 間 の 環 状 ギ ャ ッ プ の 程 度 に お お よ そ 比 例
す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
公 知 の デ ザ イ ン で は 、 リ ッ プ シ ー ル に お け る 圧 力 勾 配 は 、 残 存 下 肢 か ら リ ッ プ シ ー ル を 持
ち 上 げ る 方 向 に あ り 、 そ れ に よ っ て 、 環 状 ギ ャ ッ プ に 空 気 が 入 り 、 ま た 、 そ の 結 果 と し て
起 こ る 吸 引 力 の 喪 失 の た め 保 持 が 失 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
シ ー ル ・ リ ッ プ を 引 き 離 す の に 必 要 と な る 負 圧 の 大 き さ は 、 残 存 下 肢 に 対 し て シ ー ル ・ リ
ッ プ を 押 し 付 け る 半 径 方 向 の プ レ ス ト レ ス 力 に 依 存 す る 。 比 較 的 大 き な プ レ ス ト レ ス 力 が
必 要 と な り 、 そ れ が 今 度 は 、 シ ー ル ・ リ ッ プ と 残 存 下 肢 の 末 端 側 の 端 部 と の 間 の 領 域 に お
け る 血 行 循 環 を 妨 げ る こ と を 必 然 的 に 伴 う 可 能 性 が あ る こ と が 観 察 さ れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
上 記 の よ う な 従 来 技 術 に 鑑 み 、 本 発 明 の 目 的 は 、 小 さ な プ レ ス ト レ ス 力 以 上 の 大 き な 力 を
必 要 と す る こ と な く 、 残 存 下 肢 あ る い は 義 足 ソ ケ ッ ト に 対 し て 良 好 な 気 密 シ ー ル を 確 保 す
る 義 足 ソ ケ ッ ト あ る い は ラ イ ナ ー を 作 り 出 す こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
こ の 問 題 は 、 本 発 明 に お い て 、 請 求 項 １ に 記 載 の 義 足 ソ ケ ッ ト ま た は 請 求 項 １ ４ に 記 載 の
ラ イ ナ ー に よ っ て 解 決 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 の 義 足 ソ ケ ッ ト は 、 義 足 ソ ケ ッ ト の カ ッ プ 状 の 内 部 ボ リ ュ ー ム の 内 側 周 辺 全 体 （ （
好 ま し く は ） に 沿 っ て 伸 び て い る 環 状 チ ャ ン バ に 、 末 端 側 の 閉 鎖 端 部 か ら 離 れ た 基 部 側 の
開 口 部 の 近 く で 取 り 付 け ら れ る 。 前 記 チ ャ ン バ は 、 義 足 ソ ケ ッ ト の ほ ぼ 内 側 表 面 に 沿 っ て
リ ン グ 状 に 延 び て お り 、 義 足 ソ ケ ッ ト の 輪 郭 に 適 合 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
従 来 の 方 法 で は 、 義 足 ソ ケ ッ ト の 内 部 ボ リ ュ ー ム の 形 状 及 び 容 積 を ソ ケ ッ ト の 種 類 及 び 使
用 さ れ る 義 足 の 種 類 に 適 応 さ せ て い た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
チ ャ ン バ は 、 義 足 ソ ケ ッ ト の 内 部 ボ リ ュ ー ム に 向 か っ て 面 し て い る 壁 を 有 し 、 輪 郭 適 応 材
料 で 作 ら れ て い る 。 こ の 壁 は 、 残 存 下 肢 の 皮 膚 に 対 し て 、 あ る い は ラ イ ナ ー が 使 用 さ れ る
場 合 に は ラ イ ナ ー の 外 側 表 面 に 対 し て 、 気 密 に 接 触 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 圧 力 平 衡
ダ ク ト に よ り 、 少 な く と も 大 気 圧 が 常 に チ ャ ン バ の 中 に 存 在 し て い る 状 態 が 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 の デ バ イ ス に よ れ ば 、 残 存 下 肢 か ら 義 足 ソ ケ ッ ト を 引 き 離 す よ う に 力 が 作 用 す る と
き 、 チ ャ ン バ と ソ ケ ッ ト 末 端 側 の 端 部 と の 間 の 領 域 に お け る 残 存 下 肢 と 義 足 ソ ケ ッ ト と の
間 の ギ ャ ッ プ に 負 圧 が 生 じ る 。 チ ャ ン バ が 大 気 圧 で 通 気 さ れ て い る の で 、 壁 に お け る 圧 力
勾 配 は 、 残 存 下 肢 の 皮 膚 あ る い は ラ イ ナ ー に 対 し て 更 に 気 密 に か つ 強 く 、 可 撓 性 の 輪 郭 適
応 壁 を 圧 縮 す る 傾 向 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
従 っ て 、 ま た 先 行 技 術 と は 反 対 に 、 本 発 明 の 製 品 に お け る 前 記 負 圧 は 圧 縮 力 を 増 大 さ せ 、
そ の た め 、 気 密 シ ー ル を 改 善 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 の 解 決 策 に よ れ ば 、 負 圧 の 存 在 下 で は 、 気 密 シ ー ル 効 果 は 最 早 シ ー ル の プ レ ス ト レ
ス 力 に 依 存 し な い も の と な る 。 そ の 代 わ り に 、 本 発 明 の デ バ イ ス に よ れ ば 、 シ ー ル 力 は 負
圧 の 関 数 と し て 自 動 的 に 作 用 し 、 負 圧 が 増 加 す る と よ り 大 き く な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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可 撓 性 を 備 え た 適 応 壁 は 、 初 期 力 が 非 常 に 低 い レ ベ ル で 残 存 下 肢 に 対 し て 維 持 さ れ 得 る も
の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
必 要 と さ れ る 基 本 的 な プ レ ス ト レ ス 力 を 発 生 さ せ る た め に 、 い く つ か の 技 術 を 使 用 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
一 つ の 技 術 は 、 弾 性 材 料 で 作 ら れ た 可 撓 性 の あ る 輪 郭 適 応 壁 を 設 け る こ と に あ り 、 即 ち 、
チ ャ ン バ の 要 求 さ れ る 位 置 で 義 足 ソ ケ ッ ト の 内 側 幅 よ り も 小 さ い 直 径 を 有 す る カ フ 形 状 構
造 と す る こ と に あ る 。 こ こ で 、 こ の カ フ の 縁 が 義 足 ソ ケ ッ ト の 内 側 に 接 続 さ れ る 場 合 、 弾
性 材 料 は 伸 長 さ れ 、 一 方 、 中 間 ゾ ー ン は 実 質 的 に は 伸 長 さ れ な い ま ま で あ る 。 こ の よ う に
し て 、 必 要 と さ れ る 内 側 に 向 か う プ レ ス ト レ ス 力 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
も う 一 つ の 技 術 は 、 チ ャ ン バ の 中 に リ ン グ を 挿 入 し 、 リ ン グ が 輪 郭 適 応 壁 に 対 応 し て 内 側
に 曲 が る よ う に す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
最 後 に 、 チ ャ ン バ 内 部 ボ リ ュ ー ム の 主 要 な ゾ ー ン は 、 義 足 ソ ケ ッ ト の 正 に 壁 の 中 に 構 成 す
る こ と が 可 能 で あ る 。 即 ち 、 義 足 ソ ケ ッ ト の 内 壁 の 周 囲 の 溝 の 形 態 で 構 成 す る 。 こ の 溝 は
、 ソ ケ ッ ト 内 側 壁 の 円 滑 な 輪 郭 と 連 続 し て 延 び て い る 可 撓 性 の あ る 気 密 な 壁 に よ っ て 、 ソ
ケ ッ ト の 内 部 ボ リ ュ ー ム に 面 し て い る 側 の 面 に 渡 っ て 延 び て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
最 も シ ン プ ル な モ ー ド で は 、 圧 力 平 衡 ダ ク ト は チ ャ ン バ 内 部 ボ リ ュ ー ム を 外 部 大 気 と 接 続
す る 、 ソ ケ ッ ト ・ ウ ォ ー ル の 中 を 通 っ て い る 通 常 の ボ ア ホ ー ル で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
同 じ 基 本 的 な 設 計 の 原 則 は ま た 、 ラ イ ナ ー に 適 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 、 ラ イ
ナ ー は 周 辺 チ ャ ン バ に 取 り 付 け ら れ 、 そ の 周 辺 チ ャ ン バ は 、 末 端 側 の ラ イ ナ ー 端 部 の 外 側
、 且 つ 、 末 端 側 の ラ イ ナ ー 端 部 か ら あ る 距 離 だ け 隔 て ら れ た 位 置 に 配 置 さ れ る 。 ま た 、 こ
の チ ャ ン バ は 輪 郭 適 応 壁 に 取 り 付 け ら れ る こ と に な る 。 こ の 輪 郭 適 応 壁 は 、 し か し な が ら
、 ラ イ ナ ー の 外 側 に 存 在 し て お り 、 外 側 に 伸 び て い る 。 義 足 ソ ケ ッ ト が 着 用 さ れ る と き 、
前 記 チ ャ ン バ は 義 足 ソ ケ ッ ト の 内 側 壁 を シ ー ル す る 。 ま た 、 チ ャ ン バ は 、 圧 力 平 衡 ダ ク ト
を 介 し て 外 部 大 気 に 通 気 さ れ る 。 圧 力 平 衡 ダ ク ト は 、 ラ イ ナ ー の 基 部 側 の 縁 に 向 か っ て ラ
イ ナ ー 壁 の 中 で 伸 び て お り 、 そ れ に よ っ て 、 ラ イ ナ ー と 義 足 ソ ケ ッ ト が 着 用 さ れ た と き で
あ っ て も 、 完 全 に 閉 じ ら れ る こ と が な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
上 述 さ れ て い る 新 し い シ ー ル 技 術 は ま た 、 機 械 的 固 定 手 段 を 用 い て 付 加 的 に 取 り 付 け ら れ
る ソ ケ ッ ト に も 適 用 す る こ と が で き る こ と が 理 解 さ れ る 。 例 示 的 に は 、 チ ャ ン バ が 取 り 付
け ら れ た 義 足 ソ ケ ッ ト は 、 機 械 的 ス ナ ッ プ イ ン 手 段 が 十 分 な 気 密 性 を 備 え て い る と す れ ば
、 末 端 側 の 端 部 で 機 械 的 ス ナ ッ プ イ ン 手 段 を 有 す る ラ イ ナ ー と 一 緒 に 使 用 す る こ と が 可 能
で あ り 、 義 足 ソ ケ ッ ト に 対 し て イ ン タ ー ロ ッ ク す る 方 法 で 接 続 さ れ る 。 ま た 、 チ ャ ン バ を
含 む 本 発 明 の ソ ケ ッ ト は 、 下 腿 義 足 ま た は 上 腕 義 手 用 に 使 用 す る こ と が 可 能 で あ り 、 そ れ
ら に お い て は 、 義 足 ソ ケ ッ ト の 一 部 が そ れ ぞ れ の 関 節 丘 を 越 え て 突 出 し 、 ト ン グ に 似 た 方
法 で 保 持 さ れ る 、
最 後 に 、 前 記 チ ャ ン バ は 、 義 足 ソ ケ ッ ト 内 で 、 あ る い は ラ イ ナ ー 外 側 上 で 、 一 定 の 高 さ に
伸 び て い る 必 要 は 必 ず し も な い 。 実 際 に は 、 前 記 チ ャ ン バ は 、 波 状 に 伸 び う る も の で あ っ
て も 良 く 、 従 っ て 、 最 適 な 気 密 性 シ ー ル が 実 現 さ れ る 位 置 に 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
特 定 の 解 剖 学 的 な 条 件 に よ り 、 所 与 の 残 存 下 肢 ゾ ー ン が ソ ケ ッ ト ・ ウ ォ ー ル に 対 し て 気 密
に 押 し 付 け る こ と が 確 保 さ れ る 場 合 に は 、 前 記 シ ー ル チ ャ ン バ は 、 内 側 ソ ケ ッ ト 周 辺 全 体
ま た は 外 側 ラ イ ナ ー 周 辺 全 体 に 渡 っ て 伸 び て い る 必 要 は な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
本 発 明 の 更 な る 展 開 が 従 属 請 求 項 の 中 で ク レ イ ム さ れ て い る 。 明 示 的 に 例 示 さ れ た 実 施 形
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態 の 対 象 と は な っ て い な い 組 み 合 わ せ で あ っ て も 、 ク レ イ ム さ れ て い る と 解 釈 さ れ る べ き
で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
添 付 さ れ て い る 図 面 は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 例 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
大 幅 に 概 略 化 さ れ た 方 法 で 、 図 １ は 、 本 発 明 の 例 示 的 な 大 腿 義 足 １ を 示 し て い る 。 義 足 １
は 、 ア ダ プ タ ３ に よ り 人 工 膝 関 節 ４ に 接 続 さ れ て い る 義 足 ソ ケ ッ ト ２ を 備 え て い る 。 足 部
６ を 有 す る 人 工 下 腿 は 、 人 工 膝 関 節 ４ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
義 足 ソ ケ ッ ト ２ は 、 内 側 壁 ８ を 有 す る ソ ケ ッ ト ・ ウ ォ ー ル ７ 、 外 側 壁 ９ 、 及 び ソ ケ ッ ト ・
エ ン ド １ １ か ら 構 成 さ れ る 。 ソ ケ ッ ト ・ エ ン ド １ １ は 、 壁 の 下 端 部 に あ る ソ ケ ッ ト ・ ウ ォ
ー ル ７ の 中 に 統 合 さ れ る 。 ソ ケ ッ ト ・ ウ ォ ー ル ８ と 一 緒 に 、 ソ ケ ッ ト ・ エ ン ド １ １ は 、 実
質 的 に カ ッ プ 形 状 内 部 ボ リ ュ ー ム １ ２ の 範 囲 を 定 め 、 こ の 内 部 ボ リ ュ ー ム １ ２ は 、 基 部 側
の 端 部 に あ る 挿 入 開 口 部 を 介 し て ア ク セ ス 可 能 で あ る 。 内 部 ボ リ ュ ー ム １ ２ の 長 さ 及 び 形
状 は 、 残 存 下 肢 の 種 類 及 び 関 与 し て い る 義 足 処 理 の 種 類 に 依 存 す る 。 内 部 ボ リ ュ ー ム １ ２
の 特 定 の 性 質 に 関 し て そ の 他 で 顕 著 な も の は な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
義 足 ソ ケ ッ ト ２ は 、 い わ ゆ る 吸 引 ソ ケ ッ ト で あ り 、 負 圧 に よ り 残 存 下 肢 に 対 し て 固 定 さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
残 存 下 肢 が 義 足 ソ ケ ッ ト ２ に 入 る と き に 、 残 存 下 肢 よ り 先 に 空 気 が 逃 げ る こ と が で き る よ
う に す る た め に 、 選 択 的 作 動 バ ル ブ １ ４ が ソ ケ ッ ト ・ ウ ォ ー ル ７ と 端 部 １ １ と の 間 に あ る
遷 移 領 域 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
吸 引 ソ ケ ッ ト は 、 負 圧 に よ り 残 存 下 肢 に 対 し て 定 位 置 に 基 本 的 に は 保 持 さ れ る 。 こ の 負 圧
を 維 持 す る た め 、 チ ャ ン バ １ ５ が 基 部 側 の 挿 入 開 口 部 １ ３ の 近 く に 、 従 っ て 、 ソ ケ ッ ト ・
エ ン ド １ １ か ら は 離 れ た 位 置 に 設 け ら れ て い る 。 こ の チ ャ ン バ １ ５ は 、 ソ ケ ッ ト ・ ウ ォ ー
ル ７ に 沿 っ て 、 そ の 内 側 表 面 ８ に 沿 っ て 、 閉 鎖 リ ン グ と し て 周 方 向 に 伸 び て い る 。 従 っ て
、 チ ャ ン バ １ ５ は 内 側 空 間 １ ２ の ま わ り に 環 状 に 伸 び て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
チ ャ ン バ 壁 の 一 つ は 、 ソ ケ ッ ト ・ ウ ォ ー ル ７ の 対 応 し て い る 環 状 ゾ ー ン １ ６ で あ り 、 内 側
に 面 し て い る 壁 の 境 界 を 定 め て い る 弾 性 環 状 バ ン ド １ ８ を 備 え て い る 。 こ の バ ン ド １ ８ は
、 ソ ケ ッ ト ・ ウ ォ ー ル ７ の 内 側 表 面 ８ 上 の 周 囲 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
バ ン ド １ ８ の 材 料 は 、 可 撓 性 の あ る 弾 性 的 に 伸 長 可 能 で 、 局 所 輪 郭 に 適 応 す る こ と が で き
る も の が 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
縁 に お い て 、 バ ン ド １ ８ は 、 ２ つ の 狭 い ス ト リ ッ プ １ ９ 及 び ２ １ に 沿 っ て 、 適 切 な 領 域 に
沿 っ て 、 内 側 表 面 ８ 上 に 接 着 さ れ る 。 こ れ ら ２ つ の 狭 い ス ト リ ッ プ １ ９ 及 び ２ １ は 、 互 い
に 距 離 を 隔 て て 配 置 さ れ て い る 。 バ ン ド 状 セ グ メ ン ト ２ ２ は 、 狭 い ス ト リ ッ プ １ ９ 及 び ２
１ の 間 に 延 び て お り 、 バ ン ド １ ８ に 予 め 与 え ら れ て い る 張 力 に よ っ て 内 側 に 曲 が っ て い る
。
【 ０ ０ ３ ７ 】
こ う し た 構 成 は 、 バ ン ド １ ８ が カ フ の 形 に 形 成 さ れ る 場 合 に 得 ら れ 、 カ フ の 内 径 は 、 弛 緩
状 態 に お い て チ ャ ン バ １ ５ の レ ベ ル で の ソ ケ ッ ト ２ の 周 囲 の 断 面 よ り も 小 さ い 。 こ の ス ト
リ ッ プ の 形 状 の 中 間 ゾ ー ン ２ ２ は 、 リ ム ス ト リ ッ プ １ ９ 及 び ２ １ が 伸 び て ソ ケ ッ ト の 中 で
所 定 の 位 置 に 固 定 さ れ る と き に 、 内 側 に 伸 び て い る 状 態 で 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
こ の よ う に 、 チ ャ ン バ １ ５ の 内 部 ボ リ ュ ー ム は リ ン グ の 形 状 を 呈 し 、 そ の リ ン グ は ソ ケ ッ
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ト 内 部 ボ リ ュ ー ム １ ２ の 周 り で 周 囲 か ら 閉 じ ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
チ ャ ン バ １ ５ の レ ベ ル で 、 且 つ 、 ２ つ の リ ム ス ト リ ッ プ １ ９ と ２ １ の 間 で 、 ソ ケ ッ ト ・ ウ
ォ ー ル ７ は 、 圧 力 平 衡 ダ ク ト と し て 働 く ボ ア ・ ホ ー ル ２ ３ を 含 ん で い る 。 チ ャ ン バ １ ５ の
内 部 ボ リ ュ ー ム は 、 ボ ア ・ ホ ー ル ２ ３ を 介 し て 外 部 大 気 と 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
内 側 表 面 ８ に 対 す る 中 間 ゾ ー ン ２ ２ の 高 さ “ ｂ ” は 、 ０ ． ５ ～ ３ ｃ ｍ の 間 で あ り 、 即 ち 、
こ の ゾ ー ン に あ る 内 部 ボ リ ュ ー ム １ ２ の 断 面 は 、 中 間 ゾ ー ン ２ ２ で １ ｃ ｍ ～ ６ ｃ ｍ だ け 小
さ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
内 側 に 凹 ん で い る バ ン ド セ グ メ ン ト ２ ２ の 幅 “ ａ ” は 、 ２ ｃ ｍ ～ １ ０ ｃ ｍ の 間 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
次 に 、 図 ２ を 用 い て 、 新 し い 義 足 ソ ケ ッ ト ２ の 操 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
義 足 を 着 け る と き 、 患 者 は 、 切 断 さ れ た 残 存 下 肢 ２ ５ を 挿 入 開 口 部 １ ３ を 介 し て 義 足 ソ ケ
ッ ト ２ の 内 部 ボ リ ュ ー ム １ ２ の 中 に 挿 入 す る 。 こ の プ ロ セ ス の 際 、 空 気 は バ ル ブ １ ４ を 介
し て 出 て 行 く こ と が で き る 。 残 存 下 肢 ２ ５ が 最 早 義 足 ソ ケ ッ ト ２ の 中 に 侵 入 す る こ と が で
き な く な っ た 時 、 即 刻 、 挿 入 が 終 了 と な る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
義 足 ソ ケ ッ ト ２ が 挿 入 さ れ た 後 、 義 足 ソ ケ ッ ト ２ ５ の 円 錐 形 状 に よ っ て 、 湾 曲 バ ン ド １ ８
の 形 状 の 内 側 湾 曲 適 応 壁 が 早 か れ 遅 か れ 残 存 下 肢 ２ ５ の 外 側 と 接 触 す る こ と に な り 、 チ ャ
ン バ １ ５ の 内 部 ボ リ ュ ー ム が 減 少 す る 。 バ ン ド セ グ メ ン ト ２ ２ の 材 料 は 、 弾 性 的 に 伸 長 可
能 で あ り 、 残 存 下 肢 ２ ５ の 外 側 に 円 滑 に 適 応 し 、 そ れ に よ り 、 図 示 さ れ て い る よ う に 皺 が
な く な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
上 記 に お い て 、 残 存 下 肢 ２ ５ の 「 外 側 」 に つ い て 言 及 す る 場 合 、 例 示 的 に は 、 ス キ ン ケ ア
製 品 に よ り 処 理 さ れ た 素 肌 、 あ る い は 、 予 め 取 り 付 け ら れ た ラ イ ナ ー の 外 側 を 言 う 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
ギ ャ ッ プ 空 間 は 、 一 方 で は 残 存 下 肢 ２ ５ に よ っ て 境 界 が 定 め ら れ て お り 、 も う 一 方 で は 内
側 表 面 ８ に よ り 境 界 が 定 め ら れ て い る 。 ギ ャ ッ プ 空 間 は 、 挿 入 開 口 部 １ ３ に 向 か っ て 残 存
下 肢 ２ ５ 及 び バ ン ド セ グ メ ン ト ２ ２ に よ っ て シ ー ル さ れ 、 バ ン ド セ グ メ ン ト ２ ２ は 、 残 存
下 肢 に 対 し て 気 密 性 シ ー ル と し て 接 触 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
使 用 の 際 、 例 え ば 、 歩 行 に 際 し て 地 面 か ら 義 足 を 持 ち 上 げ る 間 、 得 ら れ た モ ー メ ン ト は 、
残 存 下 肢 ２ ５ と 義 足 ソ ケ ッ ト ２ の 間 に 残 存 下 肢 ２ ５ か ら 前 記 ソ ケ ッ ト ２ を 引 き 離 そ う と す
る 力 を 発 生 さ せ 、 そ れ に よ っ て 、 ギ ャ ッ プ 空 間 の 領 域 に 負 圧 が 発 生 す る こ と に な る 。 こ の
負 圧 は 、 残 存 下 肢 に 隣 接 し て い る 湾 曲 し た シ ー ル ゾ ー ン ２ ２ の 側 に 作 用 し 、 こ れ に 対 し て
、 大 気 圧 は 、 そ の 反 対 側 の 、 チ ャ ン バ １ ５ の 内 部 ボ リ ュ ー ム の 領 域 中 に 存 在 す る 。 従 っ て
、 狭 い バ ン ド セ グ メ ン ト ２ ２ は 、 負 圧 の 大 き さ に 比 例 し て 、 残 存 下 肢 ２ ５ の 外 側 に 対 し て
直 接 押 し 付 け ら れ る 。 こ の よ う に し て 、 シ ー ル 効 果 が 確 実 に 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
繊 維 弾 性 の た め 、 例 え 、 充 填 ギ ャ ッ プ 空 間 よ り も 小 さ い も の で あ る か 、 あ る い は 、 非 常 に
強 い 引 張 り 力 が あ る 場 合 で あ っ て も 、 気 密 性 シ ー ル が そ の ま ま 維 持 さ れ る こ と に な る 。 圧
縮 力 は 、 負 圧 と と も に 、 弾 性 バ ン ド セ グ メ ン ト ２ ２ が 残 存 下 肢 ２ ５ の 外 側 に 対 し て 押 し 付
け ら れ る 初 期 プ レ ス ト レ ス 力 と は 無 関 係 に 、 増 加 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
バ ン ド セ グ メ ン ト ２ ２ が そ の 弛 緩 状 態 に お い て 使 用 す る 圧 縮 力 は 、 初 期 気 密 性 シ ー ル を 実
現 す る の に 丁 度 十 分 な も の で な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
実 際 に 、 半 径 方 向 の 力 が チ ャ ン バ １ ５ の 領 域 に あ る 残 存 下 肢 ２ ５ の 上 に 加 え ら れ ず 、 一 方
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で は 気 密 性 シ ー ル を 確 実 に す る の で 、 低 い プ レ ス ト レ ス ／ テ ン シ ョ ン 力 は 、 本 発 明 の 義 足
ソ ケ ッ ト の 着 用 快 適 度 を 増 大 さ せ る 。 突 出 バ ン ド セ グ メ ン ト ２ ２ に よ っ て 何 も さ れ ず に 残
さ れ て い る 内 側 幅 は 、 残 存 下 肢 の 全 て の 自 然 発 生 的 な 体 積 変 動 が 存 在 す る 場 合 に 、 十 分 大
き い も の で あ る こ と の み が 要 求 さ れ 、 気 密 性 シ ー ル は 、 チ ャ ン バ １ ５ の 領 域 に お い て 残 存
下 肢 に 対 し て 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
義 足 ソ ケ ッ ト ２ を 引 き 抜 く た め に 、 ユ ー ザ は 、 バ ル ブ １ ４ を 開 け て 内 部 ボ リ ュ ー ム １ ２ の
下 か ら 空 気 が 入 る こ と が で き る よ う に す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
示 さ れ て い る 実 施 形 態 は 、 実 質 組 織 を 比 較 的 多 く 含 む 残 存 下 肢 （ 例 え ば 大 腿 義 足 ） 、 及 び
、 皮 膚 の 下 に 比 較 的 高 い 割 合 で 骨 を 含 ん で い る 残 存 下 肢 （ 例 え ば 膝 下 残 存 下 肢 ） の 双 方 方
に 対 し て 適 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
上 記 特 定 の 残 存 下 肢 及 び 特 定 条 件 に 応 じ て 、 チ ャ ン バ １ ５ は 、 上 述 さ れ て い る よ う に 、 閉
じ ら れ た リ ン グ と し て 、 あ る い は 、 漏 洩 が 予 想 さ れ る 内 側 壁 ８ に 沿 っ て い る ゾ ー ン に お い
て の み デ ザ イ ン す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
好 ま し く は 、 チ ャ ン バ １ ５ は 、 即 ち シ ー ル は 、 可 能 な 限 り 基 部 側 の 端 部 の 近 く に 移 動 さ せ
る こ と が で き る 。 こ の 位 置 に お け る 体 積 の 相 対 的 な 変 化 、 従 っ て 、 圧 力 の 相 対 的 な 変 化 は
、 チ ャ ン バ １ ５ の 端 部 側 に 対 す る も の と 比 べ て 小 さ い が 、 そ の よ う に し て 得 ら れ た 冗 長 さ
は 、 小 さ な 漏 洩 が 起 こ る 場 合 に よ り 有 利 な も の と な る 。 そ の 理 由 は 、 著 し い 圧 力 上 昇 が 生
ず る 前 に 、 端 部 側 の 場 合 と 比 べ て か な り の 量 の 空 気 が 入 ら な け れ ば な ら な い か ら で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
図 １ の 実 施 形 態 で は 、 チ ャ ン バ １ ５ は 、 実 質 的 に カ フ に よ っ て 内 部 ボ リ ュ ー ム １ ２ に 向 か
っ て 境 界 が 定 め ら れ 、 そ の カ フ の 縁 は 、 プ レ ス ト レ ス さ れ 、 外 側 に 引 張 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
バ ン ド １ ８ の 一 部 を 挿 入 開 口 部 １ ３ の 縁 の 上 に 折 り 重 ね る こ と に よ り 、 チ ャ ン バ を 作 成 す
る と い う 可 能 性 も あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
図 ３ は 、 代 替 的 実 施 形 態 を 示 し て い て 、 こ れ は 、 全 側 面 に か な り 柔 ら か い 組 織 を 有 す る 残
存 下 肢 に 取 り 付 け ら れ る 義 足 の た め に 、 特 に 適 当 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
図 １ 及 び ２ の デ ザ イ ン と は 異 な り 、 図 ３ の 実 施 形 態 に お け る チ ャ ン バ １ ５ は 、 環 状 の 溝 ま
た は チ ャ ネ ル に よ っ て 外 側 で の 境 界 が 定 め ら れ て い る 。 当 該 環 状 の 溝 ま た は チ ャ ネ ル は 、
ソ ケ ッ ト ・ ウ ォ ー ル ７ の 環 状 ま た は チ ャ ネ ル 状 の 外 側 に 向 か う 突 出 部 ２ ６ に よ り 規 定 さ れ
て い る 。 環 状 の 溝 ２ ７ は 、 内 側 壁 ８ に 形 成 さ れ 、 壁 の 中 で 周 方 向 に 伸 び て お り 、 弾 性 バ ン
ド １ ８ に よ り 覆 わ れ て い る 。 バ ン ド １ ８ は 、 実 質 的 に は 応 力 が 発 生 し な い よ う に 環 状 の 溝
２ ７ を 覆 い 、 環 状 の 溝 ２ ７ が あ た か も 存 在 し な い よ う に 、 末 端 側 の 端 部 か ら 基 部 側 の 端 部
へ の 方 向 に 内 側 表 面 ８ の 輪 郭 を 補 完 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
再 び 、 本 デ ザ イ ン の チ ャ ン バ １ ５ は 、 ボ ア ホ ー ル ２ ３ に よ り 外 部 大 気 で 通 気 さ れ る 。 上 述
さ れ て い る 大 腿 義 足 は 以 下 の よ う に 作 動 す る ：
残 存 下 肢 が 義 足 ソ ケ ッ ト ２ に 入 る と き に 、 残 存 下 肢 の 組 織 は 、 そ れ 自 体 の 弾 性 の た め 、 バ
ン ド １ ８ を 半 径 方 向 外 側 に あ る 距 離 押 し て 環 状 空 間 の 中 に 入 る 。 こ の よ う に し て 、 バ ン ド
１ ８ は 、 前 と 同 様 に 、 存 下 肢 に 対 し て 周 囲 か ら 確 実 に 接 触 す る こ と に な り 、 ま た 一 方 で 、
環 状 の 溝 ２ ７ と バ ン ド １ ８ と の 間 で 境 界 が 定 め ら れ て い る チ ャ ン バ の 内 部 ボ リ ュ ー ム の そ
れ ぞ れ の 領 域 は 、 ボ ア ホ ー ル ２ ３ を 介 し て 確 実 に 通 気 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
残 存 下 肢 か ら 義 足 ソ ケ ッ ト ２ を 引 き 抜 く 方 向 に 力 が 作 用 す る 場 合 、 上 記 で 論 じ ら れ て い る
よ う に 、 負 圧 が 効 果 を 示 す こ と に な り 、 バ ン ド １ ８ の ゾ ー ン を 残 存 下 肢 に 対 し て 押 し 付 け
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、 気 密 性 シ ー ル を 実 現 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
図 ３ の 実 施 形 態 は 、 い く ら か シ ン プ ル な 製 造 手 順 の 長 所 を 与 え て い る が 、 一 方 で 、 こ の 形
態 は ま た 、 全 側 面 で か な り 弾 力 的 な 組 織 を 有 す る 残 存 下 肢 に 関 係 す る 処 理 に 限 定 さ れ て い
る 。 こ の よ う な 条 件 が 適 合 し な い 場 合 、 こ の 実 施 形 態 は 、 ゲ ル 型 エ ラ ス ト マ ー を 用 い る こ
と に よ っ て 依 然 と し て 適 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
負 圧 依 存 性 、 自 己 強 化 性 シ ー ル 圧 縮 力 の 基 本 的 な 考 え 方 は 、 図 １ ～ ３ の 中 で 示 さ れ て い る
よ う な 義 足 ソ ケ ッ ト に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 こ の 基 本 的 な 原 理 は ま た 、 ラ イ ナ ー に 対
し て 適 用 可 能 で あ り 、 従 っ て 、 既 存 の 義 足 を 改 良 す る こ と に 対 し て 適 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
図 ４ は 、 本 発 明 に よ る ラ イ ナ ー ３ ０ を 示 し 、 こ の ラ イ ナ ー ３ ０ は 、 底 で 開 放 さ れ て い る カ
フ と し て デ ザ イ ン さ れ て い る 。 ラ イ ナ ー ３ ０ は 、 通 常 の 義 足 材 料 で 作 成 さ れ て い て 、 当 該
材 料 は 、 一 方 で は 皮 膚 適 応 性 が あ り 、 も う 一 方 で は 半 径 方 向 に 伸 長 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
ラ イ ナ ー ３ ０ は 、 内 側 ３ １ と 外 側 ３ ２ と を 有 す る カ フ の 範 囲 を 定 め る 。 上 記 で 論 じ ら れ て
い る チ ャ ン バ １ ５ は 、 ラ イ ナ ー の 基 部 側 の 端 部 近 く で 外 側 ３ ２ 上 に 位 置 し て お り 、 一 方 で
は ラ イ ナ ー ３ ０ の 外 側 ３ ２ に よ り 境 界 が 定 め ら れ て お り 、 も う 一 方 で は 弾 性 的 に 伸 長 可 能
な バ ン ド １ ８ に よ り 境 界 が 定 め ら れ て い る 。 再 び 、 バ ン ド １ ８ は 、 ２ つ の リ ム ・ ス ト リ ッ
プ １ ９ 及 び ２ １ に 沿 っ て 、 外 側 壁 ３ ２ に 対 し て 接 着 に よ り 実 質 的 に 気 密 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
チ ャ ン バ １ ５ の 内 側 を 通 気 す る 圧 力 平 衡 ダ ク ト は 、 ラ イ ナ ー ３ ０ の 壁 の 中 で ダ ク ト ３ ３ の
形 状 で あ り 、 空 間 １ ５ の 内 側 を 接 続 し て 、 ラ イ ナ ー ３ ０ の 基 部 側 の 縁 に 空 気 が 流 れ る こ と
を 可 能 に す る 。 圧 力 平 衡 ダ ク ト ３ ３ は 、 ラ イ ナ ー ３ ０ の 負 荷 と は 無 関 係 に 閉 鎖 さ れ る こ と
が で き な い よ う な 方 法 で 、 付 加 的 な 強 化 要 素 を 備 え る よ う に デ ザ イ ン す る こ と が 可 能 で あ
る 。 初 期 シ ー ル 力 を 生 成 す る た め に 、 弾 性 リ ン グ ３ ４ が チ ャ ン バ １ ５ 内 に 形 成 さ れ 、 バ ン
ド １ ８ の 中 間 ゾ ー ン に 向 か っ て 外 側 に 、 半 径 方 向 に プ レ ス ト レ ス さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
本 発 明 の 原 理 を よ り 明 確 に 示 す た め に 、 図 ４ は 縮 尺 通 り に 描 か れ て い な い 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
本 発 明 の ラ イ ナ ー ３ ０ は 、 以 下 の よ う に 使 用 さ れ る ：
患 者 は 、 ス リ ー ブ 状 の ラ イ ナ ー ３ ０ を 残 存 下 肢 の 上 に 必 要 な 高 さ ま で 引 き 上 げ る 。 こ の 状
態 で 、 ラ イ ナ ー ３ ０ の 内 側 ３ １ は 、 ぴ っ た り と 且 つ 気 密 状 態 を 保 っ て 皮 膚 の 上 に 接 触 す る
。 次 に 、 患 者 は 、 残 存 下 肢 を 図 １ に 示 さ れ て い る よ う な 義 足 ソ ケ ッ ト の 中 に 挿 入 す る が 、
図 １ に 示 さ れ て い る よ う な チ ャ ン バ １ ５ は な い 。 残 存 下 肢 が 義 足 ソ ケ ッ ト の 中 に 十 分 に 深
く 入 る と 、 即 座 に 、 バ ン ド １ ８ の 外 側 に 湾 曲 し て い る ゾ ー ン が 義 足 ソ ケ ッ ト の 内 側 に 接 触
す る よ う に な る 。 こ の よ う に し て 、 義 足 ソ ケ ッ ト の 内 側 と 弾 性 的 に 柔 軟 な バ ン ド １ ８ と の
間 の シ ー ル が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
負 圧 に よ る シ ー ル 効 果 及 び チ ャ ン バ １ ５ の 内 側 空 間 の 通 気 に つ い て は 、 既 に 説 明 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
末 端 側 の 閉 鎖 端 部 を 有 す る ソ ッ ク ス 状 ラ イ ナ ー は ま た 、 カ フ 状 ラ イ ナ ー の 代 わ り に 使 用 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
義 足 ソ ケ ッ ト は 、 末 端 側 の 端 部 か ら 離 れ た 一 定 の 距 離 に 位 置 し て い る 環 状 チ ャ ン バ を 含 ん
で い る 。 こ の 環 状 チ ャ ン バ は 、 義 足 ソ ケ ッ ト の 内 側 に 、 残 存 下 肢 の 外 側 に 対 し て 気 密 に 接
触 す る よ う に デ ザ イ ン さ れ て い る 輪 郭 適 応 壁 に よ っ て 形 成 さ れ る 。 こ の 輪 郭 適 応 壁 と 硬 質
義 足 ソ ケ ッ ト と の 間 に あ る 空 間 は 、 大 気 に よ り 通 気 さ れ 、 そ の 結 果 、 壁 と 、 義 足 ソ ケ ッ ト
の 領 域 内 の 末 端 側 の 端 部 と の 間 に 負 圧 が 形 成 さ れ る と き に 、 残 存 下 肢 の 上 に 輪 郭 を 抱 き か
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か え る よ う に 取 り 囲 む 壁 の 自 己 強 化 性 圧 縮 力 を 生 じ さ せ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 義 足 ソ ケ ッ ト を 含 む 大 腿 義 足 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 義 足 ソ ケ ッ ト と 膝 上 残 存 下 肢 の 相 互 作 用 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 環 状 の 溝 に 取 り 付 け ら れ た 本 発 明 の 義 足 ソ ケ ッ ト の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 膝 上 残 存 下 肢 に 適 用 さ れ る 本 発 明 に よ る ラ イ ナ ー の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ２ 】
１ ・ ・ ・ 大 腿 義 足 、 ２ ・ ・ ・ 義 足 ソ ケ ッ ト 、 ３ ・ ・ ・ ア ダ プ タ 、 ４ ・ ・ ・ 人 工 膝 関 節 、 ６
・ ・ ・ 足 部 、 ７ ・ ・ ・ ソ ケ ッ ト ・ ウ ォ ー ル 、 ８ ・ ・ ・ 内 側 壁 ／ 内 側 表 面 、 ９ ・ ・ ・ 外 側 壁
、 １ １ ・ ・ ・ ソ ケ ッ ト ・ エ ン ド 、 １ ２ ・ ・ ・ 内 部 ボ リ ュ ー ム 、 １ ３ ・ ・ ・ 挿 入 開 口 部 、 １
４ ・ ・ ・ バ ル ブ 、 １ ５ ・ ・ ・ チ ャ ン バ 、 １ ６ ・ ・ ・ 環 状 ゾ ー ン 、 １ ８ ・ ・ ・ 弾 性 環 状 バ ン
ド （ 輪 郭 適 応 壁 ） 、 １ ９ 、 ２ １ ・ ・ ・ ス ト リ ッ プ 、 ２ ２ ・ ・ ・ 中 間 ゾ ー ン ／ バ ン ド セ グ メ
ン ト 、 ２ ３ ・ ・ ・ ボ ア ・ ホ ー ル （ 圧 力 平 衡 ダ ク ト ） 、 ２ ５ ・ ・ ・ 残 存 下 肢 、 ２ ６ ・ ・ ・ リ
セ ス 部 、 ２ ７ ・ ・ ・ 環 状 の 溝 、 ３ ０ ・ ・ ・ ラ イ ナ ー 、 ３ １ ・ ・ ・ 内 側 、 ３ ２ ・ ・ ・ 外 側 、
３ ３ ・ ・ ・ 圧 力 平 衡 ダ ク ト 、 ３ ４ ・ ・ ・ 弾 性 リ ン グ 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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